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はじめに
本稿は.日本の歴史的社会的現実のなかで，ニイノレ
(A. S. NeilL 1883-1973)の思想と彼のサマーヒル
学割 (SummerhilSchool. 1921-)の基本原則にそった，
あるいはそれらを発展的に継承した学校，つまり私立の
「オルタナティヴ ・スク-)レ」の基本構惣をまとめ，具
体的なモデノレを提案する乙とを目的としている。
そのために先ず， ζうしたモデル提案の趨旨と必要性
について考察し，次IC:サ7 ーヒノレをはじめとする何校か
の代表的な学校の実践例について整理したうえで，提案
されるモデル校の指導の2基本原則と具体的な活動(学習)
内容について論じる。
1. オルタナティヴ・ スクールの概念
(1) rフリースクール」筏念の媛昧さ
と乙ろで日本では「オノレタナティヴ・スクールJ(al. 
ternative School)は，研究者の聞ではともかく， 一般
にはまだなじみのない用語である。むしろ「フリースター
Jレ」の方がよく通用している。しかし乙のフリ ースクー
ルという ζとばの中身は，かつての進歩主義学校 C.pro.'
gressive school)がそうであったように，使う人によっ
てずいぶん異なっている。「フリーJの程度もさまざま
だ。サマーヒルのように授業への出席を強制しない学校
や，教師の係用にまで生徒の意思を反映させる私立学校
をさす人もあれば，公立のオープンプラン・スクールを
それκ含める者もある。週IC:1日か2日だけの手作り教
室や，夏休みなどに闘かれる子どもの自発性を尊重する
合宿でさえ「フリースクール」の名で呼ばれる乙とがあ
る。
しかし一般に，掌校には特定の人間(教師と生徒)の
組織と専用の建物があり，常時(または通年，あるいは
少なくとも定期的κ)開設され.あらかじめカリキュラ
ムや指導計画が用意されているのが普通である。また
「フリースクールJという用語は，既存の公教育制度や
そζでの教育の在り方を批判する，という積極的な意味
を内包している。と乙ろが「スクーノレ」の概念を余りに
も拡大して，小規模な塾や不定期的なキャンプまで含め
たのでは，乙の積極的な側面をかえって唆昧にしてしま
う恐れがある。
アメリカやイギリスで「フリースクール」という乙と
ばが新しい意味をもって登場したのは， 1960年代の後半
からである。個人の自由意思を大幅に認めようとする白
人中派階級によって，かなりの数の私立学校が設立され
たのである。 ζれはまた，ベトナム戦争を批判する反戦運
動，および黒人や少数民族の権利の保障を求める公民権
鉱大連動とも連動した教育革新遥動となっていった。し
かしときには伝統的な価傍観や生活綴式を批判する面が
過度に強調されたり， rきまま学校Jや「放任学校」な
どといったイメージをもたれたりすることも少なくなかっ
たようだ。(筆者は，日本のあるテレビ局のディレクター
から「ヒッピーの学校というイメージをもって取材Iqお
かけたら，意外lζも7 卜モな子どもや教師なので驚いた」
と聞かされたことがある。)
(2) 公立学校における新しい試み
ζのように誤解される ζとの多かったフリースク ール
ではあるが，アメリカにおいてもイギリスにおいても，
1970年代に入ると，その理念や具体的な借導方法が.部
分的にせよ公立学校iζも取り入れられるようになってき
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た。その事情をニューヨーク州立大学のファンティーニ いの存在について知っており，伝統的な教育方法に反対
(Fanti.ni， M)は次のように述べている。 し，急進的な政治思想にかかわっていた。“オルタナティ
ヴ・スクール運動"は，フリースクールの諸原則のいく
il960年代においてわれわれは，学校についての連邦政 っかを公立学校に持ち込もうとする試みであった。その
府の関心の高まりの結果あらわになった諸問題は，学習 目的は，生徒たちの不満を軽減するととにあった。」3) 
者にかんする問題であるという前提に立っていた。“恵
まれない"(disad vantaged)，吹化を華l障 された"(cul-
turally deprived)，“分裂した"disrupti ve"といった乙
とばが浮上してきた。J1) 
i (しかし)徐々に新しい政策が現れはじめた。教育問
題は学習者にあるのではない。制度にあるのだ。したがっ
て課題は，学習者を学校iζ適合させようとするのではな
く，むしろその反対を試みる乙とである。・・・人聞は
みな同じではなし、。それぞれ異なっている。異なった学
2) 習スタイルをもっているのだ。J
つまり1960年代においては， 1964年に開始された「ヘッ
ドスタート ・プログラムJIC代表される補償教育の立場
から対策が練られた。乙れは経済的に，あるいは文化的・
社会的に「恵まれない」人々に対して学習の機会を保障
しようとするものである。子どもたちの現存の学校と社
会への適応を促進することを主たる目標にしていたのだ。
しかし当初のヘッドスタート計画が必ずしも効果を上げ
なかった乙とや，ニイルの，~響を強く受けた私立のラジ
カノレな学校が多く現れたこともあって， 70年代になると，
公教育においても個人差や社会的背景を十分に考慮lζ入
れた学校をつくる必要性が，教育関係者の悶で認識され
はじめた。「子どもを変える」から， i学校を変えるJ
あるいは円、ろいろな学校をつくるJへと視点が移動さ
れたといってもよい。その結巣，既存の学校の中でいく
つかの方式が並存する形で実行されたり(i学校の中の
学校」等)，新学校が設立されたりするようになった。
なかには市全体を学習の場とするニューヨークの「シティ
・アズ ・スクール」のような大胆な試みら現れた(1973
年)。あとで触れるモンゴメリー (Montgomery，P.) 
によって1980年に開始された「ホームスク リー ング (the
home based education program)でさえ，その後ミシガ
ン州の正規の就学コースの認可を受けている。コロンピ
ア大学のラヴイ yチュ(Ravithch，D.)は，フリース
クールとオルタナティヴ ・スクールの関係を次のように
まとめている。
と乙ろで，乙うして公立学校制度の中にさまざまな新
しい試みが取り入れられるにつれて，フリースクール関
係者の聞でも「オノレタナティ ヴJということばをよく使
うようになってきたようだ。フリースクールを自称する
学校の中iζ，設立後まもなく行き詰まったものが少なく
なかったととも，その一因である。子どもの自己決定を
重視するあまり教師の指導性を軽視したり.長期の展望
や計画性を欠いたりしていたためだ。また「オJレタナティ
ヴJの方が， i複数の，あるいは多篠な学校やコースを
用意し，個人差や社会的背景Kあわせて選択させるJと
いう意味を積極的に表すものとして好まれたのであろう。
その結果， 1979年IC:代表的なフリースクールを中心に結
成された全国組織も(r全米フリ ースク ール連合Jでは
なく)， i全米オノレタナテ ィヴ ・コミュニティ ・スクー
ル迎合」と名付けられたのである。
もっとも今のと乙ろ「オノレタナティヴ ・スクール」の
訳語は定着していない。 i乙れまでとは違った学校」
「もうひとつの学校」とでも訳すべきであろうか。 i新
しい学校」というのが案外うまい訳語かもしれない。な
おイリッチ(Ilich，I)らの脱学校化 (deschooling)
の提唱とラーニング・ネットワークの構想をもオルタナ
ティヴ ・スクールの概念に包括する人もあるが.ζれは
むしろ「学校に代わるものJ“alternativeto school 
(ing) >>といってよく，オルタナティヴ・スクールとは
区別して論じるべきである。現にイ リッチは，フリース
クールやサマーヒルIC言及して，特定の場所で教師が特
定の年齢段階の子どもに学習をさせる機関，という伝統
的な鋭念にとらわれていると批判しているP
2. 本稿の意義とねらい
(1) わが国の学校教育の現状
「オJレタナティヴ ・スクールJへの動きは，民間のフ
リースクール運動の中から生まれてきたものである。し
かし後者は余りにもその意味内容が拡大されすぎて，か
えって混乱が生じていると思われる。また 「自由放任学
校Jというネカeティヴなイメ ージをもたれるととも少な
「“フリースクール運動"は，サマーヒル方式の諸原則 くない。そして実際にそれに近い学校もなかったとはい
によって生気を吹き込まれた私立学校のゆるやかなネッ えない。しかし保守的な教育関係者から意図的に流され
トワークによって成り立っていた。それらの学校はお互 たデマも，~面白なフリースクールへの誤解を助長した
(2 ) 
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かもしれない。たとえばカリフォノレニア州の教育長とし
て練腕をふるったラファティー (RaffertyM.)は，
サマー ヒノレfL対して露骨に嫌悪感を表し， iサ7 ーヒル
は世界中でいちばん性の乱れたと乙ろである。我が子を
サマーヒノレへやるくらいなら売春宿へやった方がまし
5) だ。Jとののしっている。 さらにフリースクール運動
にたいする共鳴者のなかに，情緒的に，あるいは盲目的
に乙れに賛同し，安易に「子どもたちに好きなζとをさ
せるjという面のみを強調するきらL、があり.その結果
せっかくの試みが短期間に挫折する乙とも少なくなかっ
た。(日本でもとういう傾向がみられ， i小学校ではカ
リキュラムなど必要では江い」とか， i授業への出欠の
自由をうたわなければ子どもへの裏切りである」とかい
う人がある。)
本稿では， 提案される学校を，多くのフリースクーノレ
からヒントを得ながらも，以上のような理白からオルタ
ナティヴ・スクーノレと呼ぶ乙とにする。それは，現在の
学校教育制度を批判はするが，しかしそのなかで存立で
き，しかも独自の教育理想や方法をもっていて，それに
共鳴する子どもや保護者によって選ばれる学校である。
その理想や方法をひと乙とでいえば，子どもの自発性と
個性と体験を最大限lζ尊重し， i自分自身の生き方」を
する態度と能力をもった人間へと育つのを願う，といっ
てよいであろう。
乙うした学校のモデルを提案するのは，今日のわが国
の学校教育が，今や目をつぶって見逃すわけにはし、かな
いほど多くの，そして深刻な問題を抱えているからだ。
一時期マスコミをκぎわせた校内暴力は，最近ではあま
り話題にならなくなったが，それも必ずしも問題の根本
的な解決がなされたからとはいえないだろう。むしろ力
ずくの管理によって押さえ込まれ，事態はますます深刻
なものになっていると恩われる。その現れが，かつて例
をみない陰湿かっ慢性的で，しかも広がりをもったれ、
じめ」の激増といってよい。
登校拒否もふえ続けている。文部省の「学校基本調査
表1 年間50日以上欠席した児童生徒
小学生 中学生 5十
1986年度 4.407 29.673 34，080 
1987年度 5，286 3207.務25 38，011 
(+19.9労) ( +10.3%) (+11.5$ぢ)
1988年度 6.285 36，200 42，485 
(+18.9%) ( +10.6%) ( + 11.8) 
(文部省「学校基本調査報告書Jより作成)
( 3 ) 
報告書」によると， 1986-88年の 3年間の 「長期欠席J
の児ー童・生徒(年間50日以上休んだ者)は表lのとおり
である。小学生で毎年20%，中学生で10勉強の割合で増
加している ζとがわかる(表 1)。また森田洋司の報告
によると，中学生で「学校がイヤで休んだ者J は13 . 2~ぢ，
「学校がイヤで遅刻・早退をした者」も8.0%あるとい
う。森田はζれらの中学生を「不登校予備軍Jと呼び，
不登校の裾野の広がりに響告を発している。さらに 「学
校はイヤだが我慢して通学している J 者は42 . 0~訓ζ も達
している。これらを合計すれば，実に3人fL2人が学校
をいやがっているわけだ。
(2) 教育観と学校観の見直しの必要性
さらに深刻なのは，現代の学校が乙のように子どもた
ちに心理的に拒否されているにもかかわらず，そのこと
に気付いている教育関係者が少ない乙とである。心理学
者や医師の多くは不登校の原因を家庭の子育てに求め，
親の過保護や過干渉などのために自我の発達が遅れてい
るからだと指摘して，治療や心理療法が必要であると説
く。またいわゆる現場教師の中には，学校自体に原因を
求める人はほとんどない(表2)。不登校の子ども自身
の見方とは恐ろしいほどの対照をみせている(表3)。
自分自身が受校拒否の子どもをもち， i東京シュー レJ
という登校拒否児のための自由な学びと交流の場を作っ
た奥地圭子は，登校fe否は治療の対象とすべき病気では
なくて，一つの生き方であり，また同時に子ともたちの現
表2 教師の不受校観(中学生)
主に家庭IL問題がある。 55.7% 
社会風潮や環境に問題がある。 16.8% 
主に子供自身lζ問題がある。 11.45ぢ
主に学校fL問題がある。 1.35ぢ
(森田洋司， i毎日新聞」 一大阪・朝刊 1989.9.21) 
表3 学校へ行けなくなった原因(中学生)
勉強 ・学業成績 296 
友だち関係 241 
家庭関係 230 
先生・学校関係 223 
」
複数回答， N =509 
(法務省「不登校児人権実態調査J，
「毎日新聞J 大阪 ・朝刊一1989.9.11)
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在の教育体制』ζ対する「意義申し立てJであるという。
たしかに先のような登校拒否観は.i問題は学習者の方
κあるjという前提に立っていた1960年代のアメリカの
教育界の大勢と同じレベルにあるといってよい。しかし
そのアメリカでは.子どもを変えるのではなく，学校を
変える，あるいはいろいろな学校をつくる ζとが必要だ
と認識されるようになったのだ。
わが国の学校では，世界にほとんど例をみない画一的
な教育がおこなわれている。しかしそれが少なからぬ子
どもの心を蝕んでいる乙とに，われわれは目をつぶるべ
きではなし、。ファンティーニもいうように，子どもは一
人ひとり違うのであり，その違いに十分に対応するため
には，画一的な学校ではなく，さまざまなタイプの学校，
つまりオルタナティヴ ・スクールがあった方がよし、。そ
してそれらが互いに逮燐したり相互に批判し合ったりす
るζとによって，全体としての教育効果もあがり，子ど
もの幸福を増進するζとにもなるだろう。
(3) 法人E認可をうけたオルタナティヴ・スクールの意義
本稿で機怨される学校は.学校法人によって設立され
経営される私立小学校である。私立学校の設立と経営が
きわめてむずかしいにもかかわらず，あえて認可を受け
た私立学校とするのは，机上の空論ではなく，実現可能
性のあるプランを策定したし、からだ。まず現在の公立学
校体制において特定の教育観，とりわけ上lζのべたよう
な教育観にしたがって.公立学校を新設したり既存の公
立学校を変革したりするのは，教師にとっても保護者に
とっても，さらに教育行政にたずさわる者にとっても，
ほとんど不可能である。公立校においては教師の任免や
配属の権限が教育委員会にあり.学校自体には認められ
ていなし、。したがって後で紹介するロンドンの公立中学
校の湯合のように，教師集団IL意思の統ーか保障されず，
せっかくの先進的な試みでも，常lζ教師聞の対立による
挫折の危険をはらんでいる。特定の教育観iζ立つ学校の
新設と存続は，公立の体制lではたいへんむずかしい。む
しろ問ーの教育観をもっ者(親，教師)が共同で新しい
学校を設立する方が，財政的困難は極めて大きいとして
も，より現実的である。
と乙ろで法務省の「不登校児人権実態調査」によると，
不登校の小 ・中学生を受け入れている「民間私塾」は
20施設となっている。 7)自宅を数名の子どものために関
放しているようなものまで含めれば，その数は実際はずっ
と多いだろう。先に紹介した「東京シューレJや，名古
屋の「野並子どもの村J. 三鷹市の「地球の子どもの家」
などは乙の「私塾Jの範鴎κ入る。もっとも子どもたち
(4) 
は，必ずしも「学校κ行けないJという意味の登校拒否
児ばかりではなく，巌初から乙れらを選んで，つまり
「その施役の教育と生活がよいから」という理由で通っ
てくる者も少なくない。またそ乙への「通学Jをもって
元の学校への出席と認定されている者も，少しずつふえ
ている。乙乙lζ提案される学校も乙うした私塾として精
怨される乙とも可能であった。むしろその方が早期実現
の可能性が高いだろう。
しかしながら，法人認可をうけた「正規のJ私立校設
立が乙乙で構想されるのには.二つの理由がある。第一
は公的補助を受ける権利である。「私立学校法」制定の
ねらいは「私立学校の自主性を重んじる教育行政組織を
確立する ζと，経営主体を学校法人化し.乙れによる民
主的公共的な運営組織をつくる乙と，および私学教育に
対する公費助成を実現する乙とJ8)とされている。私立
学校に対する公費による助成は当然の権利としてうたわ
れているのだ。いっぽう，たんなる私塾では助成は受け
られない。そのために保護者の過大な負担，教師の鎗牲.
教育環境の劣悪化などを飽き，その結果，存立が危うく
なる危険が大きい。オランダのように，義務教育段階の
学校の4分の3が私学で，しかもその経費のほとんどを
公費でまかなっている国9)とは比較にならないほど低額
であるとしても.助成金の交付は新しい学校の当初の目
的の遂行におおいに貢献するだろう。 1960年代末から70
年代にかけての英米のフリ ースク ーJレの多くは，教師の
犠牲と支持者の善意Ir頼っていたために長続きできなかっ
た。イギリスでは，今日も存続しているのは，市当局か
ら教師の給与の補助を受ける ζとIL成功したロンドンの
ホワイト ・ライオン ・ストリート ・フリースクーJレただ
l校である。 (ζの学校も，サッチャ一政権下の教育引
絡め政策のために1990年3月で閉鎖されるかもしれない。)
無認可の私塾ではなく認可を受けた私立校となること
の第2のメリットは，その方が現在の体制において広く
ゆきわたっている教育に批判の目を向け，それとは途っ
た，つまりオノレタナティヴな方式の可能性と必要性をア
ピーノレするのにより効果的だという乙とだ。たしかに現
行法規(とくに「学習指導要領J)による制約は大きく，
教師たちはかなりの苦労を強いられるであろう。しかし
無認可の小規績な私塾では(その意義はいささかも過少
評価するわけではないが).特別な事情のある子どもの
ための「かけζみ寺」的な施設とみられる可能性が高い
し，そうなれば子ども集団の性絡が当初のねらいから外
れてしまうであろう。 ζ乙に提案される学校は，あくま
でもごく普通の子どものための「正規のJ.そして独自
の教育観をもって経営され.その教育観に共鳴する保護
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者と子どもによって選択されるべき学校なのである。
3. ニイルの教育論とその発展的継承
(1) サマーヒル・スクールにおける教育目的と基本方針
筆者はζれまでに何編かの著害論文等によってニイノレ
の児童観，教育思想，そして実践の基本原則，学園の実
際生活なと1ζついて論じてきた。乙乙では繰り返しを避
けるために，これらの点については必要最少限に触れる
にとどめ，彼の基本方針f1.:学びつつ，しかも彼の学園に
おいては不竹?と恩われる学習(教育的経験)の組織化・
計画化という問題Kしぼって考察をすすめる乙ととする。
さてニイノレは，しばしば「精神分析に理論的基礎をお
いて自由教育を行った教育家Jと呼ばれる。たしかに彼
は精神分析から多くを学び，それを心理的な問題をもっ
子どもの浬解と治療に応用して成果をあげた。しかし教
育の目的にかんしては精神分析から学んだわけではない。
彼は学生時代にイプセン，ショウ.H.G.ウエ Jレズな
どの社会主義的な作家や思想家の影響を強く受け，既成
のものの見方から自由になる乙とが何より大切だと主張
しているのだ。精神分析を知る以前のζとである。
「人がすべての因習と迷信と偽善から解放されたとき，
tO) そのとき初めて教育のある人間になったといえるのだJ
「命令に従うのは用意である。自分自身の重荷を負い，
自分自身の道をすすみながら生きるのはむずかしい。し
かし自分自身の生き方をする乙と，それが理想である。p)
乙のような乙とばの中iζ，彼の理想とする人間像が集
約されている。つまりニイノレにおいては，教育の根本目
的は，伝統的な価値観や世界観の権威から解放されて，
みずからの道をみずからの判断で歩む態度と力をもっと
いう意味での自由な人間の育成であった。そ乙で彼は精
神分析を知るより以前に，臨時校長として運営をまかさ
れた公立学校に「自己決定」の大原則を導入し，自主学
習や自治の試みを始めていたのだ。
と乙ろが問題の子どもがかかえている無意識の諸問題
は，往々にして彼らの自由な人間への成長を妨げる障害
となっている。フロイ卜の理論は， ζうした問題行動の
奥深くに横たわる原因1ζついての澗察を助り，それから
子どもを解放するための手立てを与えてくれた。ニイノレ
は早速「プライベー卜・レッスン」と称して独特の心理
療法を試み，その結果について報告している。(しかし
後には，自白人の育成のためには心理療法よりも自由な
生活の方が重要である，と強調するようになる。)
自己決定の生活をするとは，自分自身の意思によって
(5 ) 
行動するという乙とだ。逆にいえば，自分の意思や興味
に反する ζとを強制されないという意味である。乙の方
針を徹底したのが「授業に出る出ないの自由」だ。つま
りサマーヒノレでは，授業は年齢JI即ζ編成されたクラスご
とに時間割りにしたがってお乙なわれるが，それに出席
するか否かは，子どもの意思に任されるのである。
っさに，一人ひとりの意思を尊重すれば，必然、的に画
一的なプログラムを子ともに押し付ける乙とはできなく
なる。むしろ個々の能力，発達段階，興味その他を十分
に考慮lζ入れた活動を用意せざるを得なし、。自発性や自
己決定を基本原則とする教育と画一主義の教育とは.1望
論的にも実際的にもあいいれ難いのである。したがって
サマーヒルでは，またフリ スー クールのほとんどでは，
学習の多くは小グループ学習や個別学習という形態をと
る。「自己決定jの原則は，同時に個人差や個性の尊重
という原則，最近の乙とばでいえば「個性化Jの原則を
予想しているといってよい。
もっとも偲人差や個性の尊重とは，たんに学習街導の
「伺別化Jによって「ひとり学び」ゃ小グループ学留を
導入すればζと足りるというものではない。同時に学習
内容の多様化が図られねばならない。画一性の中での個
別化ではなく.学習内容の多機性と，子ども一人ひとり
への深い配慮の保障された個別化や小グループ化が必要
なのだ。
サマーヒJレでは自己決定の原則は，他人との関係や共
同生活にかかわる問題にかんしては「自治Jという形で
展開される。全校集会がひんぱんに関かれ，教師の任免，
財政，安全面にかんする問題以外のほとんどについて，
子どもも大人も対等の資格で討議し決定するのである。
多数決による決定の必要な場合は，校長の一票も5歳の
子の一票も同等の力をもっている。ニイノレは，思い切っ
た自治のない学校は自由学校とはし、えないと断言する。
なお，卒業生を対象とした筆者らの調査によれば，サ
7 ーヒノレの教育は社会への積極的な適応という薗でも.
12) また学力の保障という面でも十分な成巣をあげている。
(2) フリースクール運動へのニイルの影響
英米のフリ ースク ール運動，とりわけ白人中流階級の
教育改革運動に与えたニイルの影響は，きわめて大き
いものがあった。たとえばコロンビア大学のクレミン
CCremin L.A)は，アメリカにおいて新しい進歩主義
運動が誕生した正確な日付は.1960年のニイノレの『人間育
成の基礎JCSummerhill-ARαdical Approach to 
αuld Rearing， New York. Hart)の出版であっ
たとのべている。
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「新しい運動は，いくつかの 「サマーヒル協会』の設立
と，全国あちこちのサマーヒノレ式の学校の出現とともに
ゆっくりと走り出した。そして1960年代の後半に，ジョ
ン・ホーノレト，ハーノ〈ー卜・コーJレ，ジョージ・デニス
ン，ジョナサン・コゾJレ等の著作によって燃料を与えら
れ，しだいに勢いを増していった。そしていろいろなタ
イプの児童中心主義の学校となって，その姿をあらわし
13) た。」
先に紹介したように，同じコロンビア大学のラヴィッ
チュも「フリースクール運動は，サマーヒJレ方式の諸原則
によって生気を吹き込まれたJとのべている。またいく
つものフリースクールの実態を調べ， r子どもを解放せ
よ』を著したグローバード (Graubard，A.)も，
「ニイルの“自由"や“自由な子ども"という概念は，
多くの新しい学校の中心的仮説の重要な部分となってい
ることは確かであり，明白であるJ14)と書いている。
イギリスでは， 1974年iζiA.S.ニイ Jレ・ トラス卜J
というグループが組織されたが，乙の名称は，ラジカjレ
な教育改革をめざす人々の聞で・ニイノレがどのような位置
を占めているかを象徴的fC示している。乙れはサマーヒ
Jレ後援会といった性格の団体ではなく，国内の先進的な
試みに対して資金援助を与える乙と，また情報交換や研
修のための活動をすすめる ζとをB的としている。乙の
人たちがニイノレの名を冠したのは，
①ニイノレの業績に対して敬意を表わし， また
②自分たちの理念を最も端的に示すため，
であるという。
乙のようにニイルは1960年以降の新しい動きに対して
大きなインパクトを与えたが，しかしこれら新しい学校
がすべてサマーヒノレの模造品で‘あったわけではない。
いうまでもないが，イギリスにおいてもアメリカにおい
ても，乙れらの学校はさまざまな理論や先駆的業績から
示唆を受け，具体的実銭においてそれらを生かしている
からだ。またその設立や教師集団の経歴，個性，好みな
どや，学校の自然、的 ・社会的環境等によってもカリキュ
ラムや実際の指導のあり方は異なってくる。異なって当
然であり，その方がより創造的で生気のある教育が展開
されるととになるだろう。
こういう事情は，ニイノレから最も強く員三響を受け，そ
の乙とを明言している人たちにもあてはまる。彼らは，
サマーヒノレの基本原則をみずからの学校の諸条件lζ合わ
せて修正するた.けでなく，サマーヒルにはない(あるい
は不十分な)原則の導入にさえためらわない。ニイノレ自
身も，乙れらの人たちに「自分(ニイル)の弟子となっ
(6) 
てサマーヒ Jレを模倣しではならない」と戒めている。
その中で最も注目すべきは，学習または授業の進め方
の問題である。たしかにサマーヒノレでも授業は時間割り
にしたがってすすめられるし，卒業生の学力も，普通の
公立学校の場合に比べてけっして低くはなし、。上級学校
への進学率も，またいわゆる知的専門職IC従事している
卒業生の比率も高い。 12)しかしながらサマーヒノレの多く
の授業は，伝統的な学問中心主義の教授法の枠を出てい
るとはいえなし、。乙の学校の元数学教師へミングズ (H
emmings， R.)は，サマーヒJレでは授業に出る出ない
の自由はあっても，たいていの授業は本質的に教師中心
的であって，教室の中では「何をどのようK学ぶかの自
由Jはあまりない反省している。15)筆者自身も何回かの
滞在観察で乙の乙とを痛感した。ひと乙とでいえば， 子
どもたちの知性を刺激し，積極的な探求によって知る喜
びを味わわせるような学習経験が量的にも少なく，計画
性にも欠けるのである。
ニイ Jレから大きな刺激と多くの示唆を受け，みずから
の学校を創立し成果をあげている人の多くが，乙の点1:
不満を抱き，積極的Ir.:独自の方式を工夫している。そ し
て彼らに共通しているのは，書物や間接経験による学習
よりも，実生活から生じた具体的な問題への取組みを通
して展開される総合的な学習である。以下lζ代表的な例
を紹介しよう。
(3) サマーヒルをモデルとする諸学校の実践
①キルクハニティ・ハウス・スクール (kilquhanity
House School) 
乙れはジョン・エッケンヘッド (Aitkenhead，J. 
M.)によって， 1940年にスコッ卜ランド南部の寒村に
設立された小さな寄宿学校で， 60年代以降の教育運動に
もかなり大きな刺激を与えた。 エッケンヘッドはニイノレ
から受けた影響について， i私はニイノレの思想IC食い付
いて，約り竿も，釣り糸も，釣り針も，そして重りもみ
んな飲み込んでしまったJ16) と書いている。じっさい
彼の学校は，組織面でも生活面でも，サマーヒノレを唯一
のモデルとしている。また彼は 「スコットランドのニイ
ノレ」と呼ばれるのを誇りにしている。(ニイル自身もス
ヨットランドの出身であるが，彼には故国で寄宿制自由
学校を設立する見通しが立てられなかった。)
しかしエッケンヘッドはサマーヒルの方式をそっくり
そのまま導入したわけではなL、。まず授業への出席にか
んしては，彼はサ7 ーヒノレと同じように強制はしない。
しかし「期待」はする。だから授業IL:出ない子があると，
放任しないで，積極的にその原因を調べ対策を立てる。
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学習計画は個人単位で立てられており，子どもが参加し
にくい場合は，計画そのものが再検討される。
学習は原flJとして生活や体験を通してすすめられる。
とくに工作，美術，裁縫，料理，農業，酪農，やきもの
なとの作業が大きなウエイ卜を占めている。時には校舎
の建設や自作自演の幽のレコードの制作さえ学習活動の
一環としてお乙なわれる。国語(英語)にしても，綴り
の練習や鑑賞よりも，自分たちの作文や詩を印刷して製
本する乙とを通して総合的に学ぶ。
さらに雑用も含めて学園内のさまざまな仕事を子ども
たちが分担してお乙江う。 i生活そのものが学習Jとい
う観点に立っているからだ。
②ライジングヒル・スクール (RisinghilSchool) 
乙れは，英国労働党の政策にしたがって1960年lζロン
ドンに設立された最初の総合制中学(コンプリへンシヴ ・
スクーノレ)である。校長として任命されたのはニイノレの
良き理解者の一人ドゥエイン (Duane，M.)である。
彼は初めてサマーヒルを訪問しその全校集会を見学した
ときの様子を次のように記している。
「私は，自分がもうすで1ζ何べんも乙のミーティングiζ
出席した乙とがあるような気分iとなっていた。なにしろ
ニイノレの奮いた本は，一冊のこらず読んでいたのだから。
もうひとつ私が感じた ζとは，心の奥底を揺さぶるよう
なショックとでもいうよりほかはないものである。つま
り，それまでの私は，自分の進む追ーがぼんやりとかすん
でしか見えないζとKいらだちを覚えていたのだが，乙
の時突然，すべてをはっきりと見抜く力を与えられたよ
うな気がしたのだ。J17)
その後，彼はいくつかの公立校の校長として，サマー
ヒJレの諸原則をできるだけ生かした実践の開発に取組み，
R.F."7 .yケンジー (Mackenzie，R.F.)と共 lζ
「公立校のニイノレJと呼ばれる乙とになる。ライジング
ヒノレは，ロンドンの窮乏地域にある生徒数1000人を越す
公立の大規模校で，しかも生徒の多くは学業iとま ったく
意欲を失っていたし，保護観察中の者も100人近くあっ
たという。彼は教師たちの抵抗に会いながらも，体罰と
退学制度の廃止，自治の奨励等の方針を導入し，わずか
5年間で非行を数分の 1Iζ激減させた。また具体的な問
題にそくしての学習，討論.作業などを重んじ，さらに
学習の場を校内κ限定せずに，地場社会のさまざまな課
題に生徒の目を向けさせ， それによ って学留への興味と
関心を換起した。その結果，学力検定試験の合格者も，
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わずか5名から40名にふやすζとに成功した。彼はまた
保護者や地域住民との交流を大切にし，学校』ζコミュニ
ティ ・センターの役割を果たさせようと努力して多くの
支持者を得た。彼は筆者に対して，学習指導やカリキュ
ラムについてはデューイの経験主義の教育論から多くの
示唆を得た，と語っている。
もっとも彼の大胆な試みは大きな成果をあげたにもか
かわらず，権威主義から抜け切れない教師たちの造反iζ
会い，それが原因で教師間に深刻な対立が生じ，学校は
まもなく閉鎖されてしまった。(その後，彼はロンドン
大学講師となり，前述のA.S.ニイノレ ・トラストや体
罪禁止運動等を舞台fC，諸穫のオノレタナティヴな実験を
精力的にすすめたり援助したりしている。)
③ク ロンララ・スクール CClonlaraSchool) 
1979年に前述の「全米オノレタナティヴ ・コミュニティ・
スクー ノレ連合Jが結成されるKあたって，その中心メン
ノミーとして活躍したのはノマy 卜・モンコツリー (Mont-
gomery， P.)である。彼女は，自分自身の 2人の子ど
ものために1967年にクロンララを開設したのだが，その
そデノレはやはりニイルのサマーヒ Jレであった。(ただし
乙の学校は通学制である。)彼女はニイノレとの出会いに
ついて，i私のプライベー卜な生活においても，クロン
ララの教師・校長としての仕事においても，ニイノレほと
私lζ励ましとインスピレーションを与えてくれた人は，
あとにも先にも一人もありませんJ18)とのべている。
モンゴメリーもまた学習については，ニイ Jレとは違った
アプローチをとる。彼女は学園に低年齢の子どもが多い
( 2歳半ー14歳)乙ともあって，遊びと体を使つての活
動の意義を重くみている。
「遊びをつうじて，自由で.っきる乙とのない知識が次
から次へとわき出てくるからです。遊びはそれ自体が学
習になります。遊びの中で，知識の勉強だけでなく，学
問的な，社会的な，感情的な，精神的な勉強が行なわれ
19) るのです。J
ニイノレも，ことあるごとに「子ども時代は遊び時代J
とのべ，遊びの意義を強調している。しかしあとで触れ
るように，彼』ζおいては，遊びと学習は別個のもの，あ
るいは対立するものとみられており，存分iζ遊んだ後iζ
学習がくるべきだと主張される。それに対してモンゴメ
リーの場合は，遊びやその発展した形態である作業と学
習とは質的に同一であるである，という見解に立つ。つ
まり彼女は，遊びゃ作業と学習とを統一的にとらえる。
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テ‘ューイの「為すことによって学ぶ」理論に立つのであ
る。じっさい彼女は大沼安史のインタヴューに，彼女た
ちの運動は新しい進歩主義教育であり，デューイをよみ
20) 
がえらせる運動である，と答えている。
アメリカのフリースクール運動の主だった人のなかに
は，デューイの実験主義(経験主義)の教育思想、に共鳴
する者が少なくなし、。 1964年iζニューヨークでファ←ス
ト・ストリー卜校 (FirstStreet School)を創設
し，その後のフリースクーノレの先駆けとなったデニスン
(Dennison， G.)もニイルから多くを学んだ一人で
ある。その彼も次のように自分の仕事におけるデューイ
の教育論の位置について整理している。
「私は乙れまでにニイノレとト Jレストイの学校について詳
細にのべてきたが，テ、ューイの哲学IC:ついてはあまり触
れてこなかった。しかし私が記してきた方法や理念のもっ
とも奥深くにあるのは，まさlζ彼の思想なのだ。J21)
以上ニイノレの影響を強く受けた教育家について紹介し
たが.彼らに共通しているのは，デューイの影響の下K，
遊び，作業および実際生活と学習とを統一的にとらえて
いる乙とだ。彼らは，サマーヒノレの大原則である「自分
自身の生活をする自由」とならんで，いやむしろ，それ
を保障するために，具体的な生活の中に，遊びであり ，
作業であり，そして同時に学習であるような活動を準備
したのである。
(4)ニイルの学習観の問題点とその克服の視点
さきにものべたように，サマーヒルの授業は本質的に
伝統的な教師主導型のものが多い。そして自由人を育て
る教育の中心目標は，解放された感情，または自由な感
情であるとするニイノレは，新しい教授法の導入について
は，はなはだ消極的であった。彼においては「学習Jは
狭く理解され，しばしば無意識の感情の自由な表出とし
ての「創造」に対立するものととらえられていたのであ
る。彼の著書から 2，3引用してみよう。
「今日の教育は過去の時代のものの貯め込み (accumula-
tion from the past ages)にすぎない。乙れは教育
(education)とはし、えない。学習 Oearning)である。
今日の教育は本質的に知的(intellectual)である。そ
れは創造 (create)するというより獲得 (acquire)す
22) る乙とである。
「創造力 Ccreation)は無意識に属する。だから人が無
意識を自分のものにしようとするなら，乙れを十分に表
(8) 
現しうるよう自由を与えねばならなし、。もし乙の見解を
認める ζとができるなら，学科目(school subjects) 
のごときは，単iζ煩わしいつまらぬものにすぎなくなる。
学科目の学習という今日のシステムスのもとでは，無意
識は，原始のままに残される。その結果，頭脳 (head)
は進んで、も心 (heart)は萎縮してしまう。J23) (以上
『問題の親J1932) 
「私のいいたいのは，不自由な教育は生命(life)を存
分に生きられないままにしておくというととだ。そのよ
うな教育は，生命の感情面 (emotions)をまったく無視
する。そして感情というものはダイナミックであって，
枯死させる ζとはできないのだから，その表出の機会の
欠如は，安っぽさや醜悪さや憎悪性(hatefulness)を
招く乙とになる。現在では頭脳 (head)だけが教育され
ている。しかし，感情 (emotions)が自由であるなら，
24) 知性 (intellect)はひとりで発達するだろう。」
「私は学習をいけないといっているのではない。ただ学
習は遊びの後に来るべきものであり，そしてまた，学習
は遊びによっておもしろくするように，工失して味つけ
すべきものではない，と考えているのである。25)(以上
『自由の子どもJ1953) 
「貯め込む，獲得する←→創造するJ
「頑A当‘一一→J心J
「意識←→無意識J
「知性←→感情(情緒)J
「学科目←→遊び，創造」
「学習・ー→教育J
ニイノレにおいてはζのような図式でとらえられている
のがよくわかる。単純化していえば，ニイルおいては
I学習Jとは，過去の知識や技能の伝達を受けることで
あり，意識や知性のみにかかわる活動にすぎない。それ
は児童期においては教育の中心にすえられるべきもので
はなく，むしろ無意識面の表出としての遊びと創造に道
を譲るべきだとされている。創造とは具体的には，木工，
美術，音楽，ダンス， ドラ?などである。
それに伝統的な授業では，学習の題材の選択にしても
実際の進め方にしても，どう しても教師のイニシアテ干ヴ
が前面iζ出る。子ども自身の自発性や自己決定がしばし
ば軽視される。そ乙で「授業に出る出ないの自白jとい
う実践上の大原則は，後者を保障するために導入された
といってもよい。
ニイノレは授業(レッスン)の改良lζ余り関心を抱かな
かったし，力を入れる乙ともしなかった。 r読み書き算J
など実生活で必要な最少限の知識と技能を身につければ
堀;日本における私立オルタナティヴ小学校の2基本構想 -273-
十分と考えたのである。ニイノレが「サマーヒルは容物iζ
最も1Ii:きを置いていない学校であるjとか. r子ども時
代にあっては学習は3Rslζ限るべきだ」と繰り返すの
は，以上のような学習観K立つからだ。あえて誤解を恐
れずにいえば，ニイノレは既存の大部分の学校でおとなわれ
ている教師中心の授業の弊害を避けるために，綬業の改
善あるいは新しい方法の創造という道ではなく，授業の
ウエイトを減らすという道，そしてそれを拒否する自由
を約束するという道を選んだといってもよい。
しかしながら前記の4名，つまりニイルから直接に，
そして強い影響を受けて自分自身の学校を設立したり運
営したりしたエッケンヘッド. ドゥエイン，モンゴメリー.
デニスンらは，乙うした学習綬に飽き足らないものを感
じた。彼らは.r獲得」と同時に「創造Jであり，自由な
知性と自由な(解放された)感情の両方をあげて取り組
み，遊びゃ仕事がそのまま学習であるような知的経験を
子どもたちのために用意する道を追求した。その結果，
互いに連絡を取り合ったわけではないにもかかわらず，
4人ともデューイの教育論に学んで，実際生活の中の具
体的な問題への取り組みを通して，すなわち体験の積み
重ねの中で学習を繰り広げる機会を提供したのである。
じつはニイル自身も，社会的発達の面では学園創立以
来ー貸して体験を媒介とする教育をお乙なったのだ。対
人関係や社会人としての行動の仕方κかんする教育を，
彼は実際的な，そして徹底した自治という形ですすめた
のだから。教育を「教授(陶治)j と r ~JII育J の 2 機能
に分ける区分法にしたがえば，サマーヒルでは.訓育面
にかんしては.ζ とばや文字によって価値観や行動様式
を育てる道徳教育を退け，子ども自身が，そして体験を
とおしてそれらを形成するのを援助するという方針を買
いてきたのだ。いうまでもなく，乙の基本方針はエッケ
ンヘッドらによって忠実1:踏襲されている。モンゴメリー
のとときはもっと徹底させて，教師の採用にまで生徒の
意思を反映させているくらいだ。
4. 構想される学校の基本原則
(1) 自己決定の原則
以上の考察を簡単に整理してみよう。
ニイノレの先駆的な自由教育は.1960年代以降の英米の
フリースクール運動に大きな影響を及ぼした。その基本
原慢は多くの新しい私立の急進的学校に取り入れられて
いったのみならず.1970年以後の公立のさまざまな教育
改革にも多くの示唆を与えた。彼の理論と実践に学んだ
人たちが特IC重視し，みずからの実践に生かしたのは以
下のような諸原則である。
(9) 
①自己決定一 「授業に出る出ないの自由j1:象徴さ
れるように，思い切って子どもの自身の意思を信頼し
尊重する。
②個性噂重または個性化一個別学習.小クツレープ学
習，そして一人ひとりの子どもの心理的取級いを重視
する。
③体験と生活一自治や共同生活を通して社会生活の
態度と能力をはぐくむ。
しかしながら，乙れらの人々は，サマーヒノレでは;③の
体験による教育の原則がいわゆる学習指導の領域にも徹
底されていない乙とに不満を抱き，デューイの実験主義
の教育理論を参考にして， 農業，大工仕事.印刷，裁縫，
食事っくり，そして地域活動など，さまざまな作業や実
際的な仕事を教育内容の中心にすえた。
本稿で構想される学校もまた，わが国の社会的・政治
的状況や自然環績を考慮K入れつつ，基本的1:乙れらの
学校と閉じ方針を採用する。以下それぞれについていま
少し詳しく検討する。
まず自己決定の原則ICついて。本稿では子どもの自由
をしばしば自己決定をという乙とばで置き換えてきた。
それは，子どもの行動の仕方としての自由，つまり活動
の選択，発怨と判断，そして検証と評価といった函にお
ける自由をより明確に表すためである。類似の乙とばと
して，自発性，自主性，自立性，自律性，主体性などが
あるが，これらはL、ずれも行動の仕方そのものというよ
りも，むしろ教育やしつけの成果としての性格やパーソ
ナリティ特性を表す面を強くもっている。乙乙でいう自
己決定の原則jとは，自発的な行動の原目1].あるいは「広
い意味での行動における自発性jの原則jといいかえる ζ
とができる。
なお最近よく使われる ζとばに「自己教育力j(self-
educability)がある。お茶の水女子大の河野重男によ
れば， ζれからの変動し，生涯にわたって学習が必要と
なる社会にあって. rどんな変化が起きても，その変化
に主体的に対応して生き抜いていける，そういう能力，
態度J26)である。
乙れは，自分自身の生き方をする態度と能力を育てよ
うとするニイノレの教育理想とかなり重なるといってよい
だろう。もっとも河野はこの態度と能力の中身として，
①「旺盛な学習意欲と最後までやり遂げるという窓恩の
カ(特に後者)j.
②「学習の仕方をキチンと習得している ζとj.
③ f体験的学習J
をあげている。 それK対してニイルは，感情面(無意
識)の解放と幼少期からの自己決定の生活の積み重ねを
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重視する。いずれにしても「自己教育力」も「自分自身 自己評価の導入を予想する。まず失敗ICかんしていえば，
の生き方Jも，指導原理というよりは，教育の目的・目 余りi乙多くの学校と家庭では，失敗が否定的に評価され，
標を示す概念である。 子どもたちは叱責や恥ずかしめ，そして体罰さえ受けて
さて「自己決定」の原則について考えるときに第ーに いる。しかし失敗や後戻りは自主的な学習の途中で生じ
問題になるのは，教師の指導性である。重要なのは，子 る積極的な要素であり ，重要な権利である。失敗の否定
ども自身の選択，発想，判断などの尊重は，教師の指導 は現実的に子どもの意欲をそぐ乙とになるし，論理的に
性の放棄を意味するめではないということだ。むしろそ も自己学習の否定とほとんど同義といってよい。
の正反対である。教師は子どもの現在の姿(発達段階， 自己決定を原則とする学習や生活lζおいては， 子ども
学習歴，好み，適性など)をよく理解したうえで，彼の が(ときには教師の助言を受けて)活動を選択する。乙
知的興味を刺激し，熱中して取り組ませ，結果として確 の自発的な選択においては，とうぜん子どもの側に目標，
かな力を伸ばすような活動や環境を登富lζ，そして周到 すなわち活動の終局についての明確な見通しがなければ
iζ準備しなければならなし、。教師は直接に子どもを伸ば ならない。乙うした目標や見通しが十分になければ，自
すのではない。子どもを伸ばす(広い意味で指導する) 発的な活動や学習とはし、えない。そして活動や学習の途
のは活動や環境である。自由学校における教師の指導性 中でおこなわれるにせよ，終局においておこなわれるに
は間接的iζ発律される。そして子どもに認められる自由 せよ，その活動や学習についての評価は，たとえ教師の
の程度と，それを保障するために使われる教師のエネル 助言を受ける乙とがあるとしても，子ども自身がお乙な
ギーは比例するといってよい。 い，しかもそれに納得するのでなければならない。子ど
ついでにいえば，ニイルやフリースクーlレに安易に共 もと教師の評価が食い違った場合でも，教師のそれを強
鳴する人の中には，授業への出席の強制の排除を高らか 制すべきではない。むしろ乙うした食い違いは，次の活
に宣言すれば子どもの自由を認めた乙とになる，と錯覚 動や学習を喚起するきっかけとして積極的に活用すべき
している者もみられる。しかし実際は，強制の欠知だけ であろう。(教師は「成功」と評価しているのに， 子ど
では必ずしも子どもの自由が保障された乙とにはならな もの方は「まだ不満」というようなケースは，われわれ
い。知的興味や意欲をそそる活動の用意されていない環 のよく体験するところだ。)
境で， r好きなととをしてよいJといわれた子どもは，
むしろ不自由を感じるだろう。真の自由学校とは，何か (2) 個性化の原則
をしなくてよいというだけではなく，むしろ，したいζ 子どもの自己決定を尊重する学校は， 活動 (学習)選
とが豊富にある学校である。 択の自由を大切にする学校である。教師によって登富lζ
さて，乙乙lζ構想される学校では，教師は子どもから 用意された活動のなかから子どもたちが選択したり，子
rooさんJと呼ばれるζとになるだろう。あるいは愛 どもたち自身が発見したり提案したりする。子ども自身
称の方が通用するようになるかもしれない。乙のような の選択や提案を大切lとすれば，活動や学習は内容的にも
学校では，教師の権威もまた通常の学校のそれとは異tJ. プロセスの函でも必然、的に多様なものにならざるをえな
る。しかしだからといって教師に権威がないわけではな い。つまり学習や活動の個性化が必要になる。自己決定
い。権威とは「人を従わせる力」といってよい。しかし の原則と個性化の原則とは表裏一体であり ，とちらも自
乙ういう学校の教師の権威は，本質的に物理的な力や権 立した個性ある人間の育成にとって欠く ζとができない。
力を背景にしたもの(外敵権威)とは逢って，人柄，学 もし両者が切り離されると看過できない不都合が生じ
識，能力等がかもした‘す権威である。子どもたちに成長 る。たとえば最近「ひとり学びJを標傍する実践が注目
の実感と喜びを味わわせる活動を登富lζ用意する乙とを されているが，乙れも，自発的な活動選択や自己評価な
通して，自然K子どもたちから付与された権威である。 どと結びつけられていないと，悪しき能力主義に陥りか
子どもたちは相手が教師だから従うのではない。彼が自 ねない。同じ教材を全員に，しかし「能力JIL従って別々
分たちの生活を充実させる力をもち，また実際iζ充実さ iζ学ばせるのは，r画一性の中の個別化JIi:すさない。
せてくれるがゆえに，彼を信頼し，彼が出す必要最低限 乙ういうタイプの個別化の場合には，学ぶ内容はあらか
の要求や助言lζ従うのである。乙ういう関係においては， じめ固定して設定されているし.評価の尺度も一つしか
相互の地位の高低を意識させるための roo先生」とい ない。どんなに子どもが選択したように巧妙に細工しょ
うような呼称は必要ではない。 うとも，主導権は教師の側にあるのだ。
つぎに自己決定尊重の原則は，失敗する権利の尊重と 個性化と浅薄な，あるいは安易な 「ひとり学びJとの
(10) 
掘・日本における私立オルタナティヴ小学校の基本構想 -275一
同一視の第2の危険は，子ども集団のダイナミックな が彼のすむ社会的環境の中のすべての重要な関係につい
「学び合い(教え合い)Jの意義が軽視される乙とだ。 て熟知するようになるととを…・・要求する。(乙の二つ
集団による探求(学習)には，たとえば問題への敏感さ の婆因の)調和は，子どもが自分自身を，しかも社会的
(気付き)，多角的な観察，多様な仮説の形成，役割lり な諸目的を実現するような仕方で表現するととを要求す
28) 
分担による実行と検証など，個別のそれiζはない有利な る。J
面がいくつもある。個性化の原則は画一化の原則とはあ
いいれないが，だからといって表面的な個別化とは閉じ
ではなし、。逆にいえば「ひとり学び」という形態の画一
的な授業もあるわけだ。われわれの権想する学校におけ
る個性化は，r多様性の保障された個別化」である。そ
の活動(学習)形態は個別のものや小クソレープによるも
のが多くなるが.子ども集団の教育力を十分に考慮lζ入
れたものだ。
ところでドールトン ・プランの倉l胎者パーカスト CPerk-
hurst， H.)は，かつて 「自由とは自分κ必要なだけ
の時間をとるζとだ」とのべた。われわれは，子どもの
選択.発想，半IJ断を尊重しようとすれば，必然的IC十分
な時間を保障しなければならない。時聞に追われながら
では自由な学習も探求もできない。いうまでもなく「自
分に必要なだけの時間」というのは，子ども一人ひとり
にとって長さが異なるのだから，柔軟な学習計画と融通
のきく時間配分IC乙乙ろがけねばならない。
さらに，いうまでもないことだが，個性化の原則は，
学年や暦年齢によるクラスや活動(学習)クツレープの固
定化とはあ~\~、れない。これらは活動の準備や環筑構成の
さいの一応の目安とはなるにすぎない。したがって乙の
学校の主な活動は.いわば無学年的にお乙なわれる乙と
になるだろう。
また評価も.自己評価に重きを置くだけでたtく，個別
評価を中心にしておζなわれる。唯一の尺度iζよって序
列をつけるのではなく，一人ひとりの成長が評価され記
録される乙とになる。
(3) 体験 (または生活)の原則
先iとあげた 4人の教育家たちは，ニイルから大きなイ
ンパクトを与えられる一方，具体的な学習内容にかんし
てはデューイから多くを学んだのだが，そのデューイは，
1896'年にシカゴ大学IL:実験学校(通称「デPューイ・スクー
ルJ)を開設するのに先立って，その学習の内容と形態
について次のように書いている。
「すべて教育の究極の課題は，心理学的要因と社会学
的要因を調和的にはたらかせる乙とである。心理学的要
因は，それぞれの個人が彼のすべての個人的能力を自由
κ使用する乙とをーー・要求する。社会学的要因は，個人
「個人的能力を自由に使用するJというのは.本能，
肉体，感情，知性のすべてをフルに動員して活動的に，
そして積極的，自発的にという意味である。 「社会的環
境の中の重要な関係について熟知する」とは，社会生活
の中の最も基礎的なものを自己のものとするととだ。乙
の最も基礎的なものとして取り上げられるのは，衣生活
の中核としての織物 ・編み物 ・裁縫.食生活の中心で‘あ
る料理づくり.そして往生活でいちばん大切な工作であ
る。そしてデューイは.衣食住の最も基礎的な活動への
全能力をあげての従事を f活動的な仕事JCactive occu-
pation)と名付けた。
乙れは，たんに手や体を使うだけの単純な，あるいは機
械的な作業ではなL、。それ自体が自発的な知的探求でな
くてはならない。いわゆる「為すζとによって学ぶ」と
いうのは，ただ体を使ったり，実物K触れたりというだ
けでなく，子ども自身による「問題(または問題場面〉
の感知と観祭一仮説の設定一仮説の推鼓一行動による検
証Jといった手JI国をふんだ科学的な体験なのである。
乙のような実質のある探求が自発的になされるには.
ζれらの作業がそれ自体に内実的価値がある乙と.そし
てそれが子どもに実感され，見通されていなくてはなら
ない。そのためには「ホンモノ」の活動であるζとが必
要だ。何か別の目的のために手段として利用されるにす
ぎなかったり， rままどとJ的な作業iζ終わったりした
のでは，乙のような実感や見通しを十分にもたせるのは
難しいだろう。
乙れらの活動は教育的経験の中心IL:据えられ，諸教科
の統合の中核となる。人類の諸科学が基本的な社会的活
動から生まれてきたように，教育的経験としての「活動
的な仕事Jへの取り組みから.さまざまな知識や技術が
産物として獲得される。そして次の探求の道具として保
存されたり，より抽象的なもの，あるいは体系的なもの
へと発展させられたりするのだ。「活動的な仕事」は，
けっして教科学習の繍完物ではない。ましてや気分転換
や気晴らしκお乙なわれるものではない。むしろあらゆ
る学習の出発点なのだ。
と乙ろで「活動的な仕事Jとしての体験学習に近いも
のに， いわゆる 「総合学習Jがある。「総合学習Jの形
態や進め方はさまざまなので一概にはいえないが， しか
?????、
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し両者は必ずしも同一ではない。たとえば今野喜清は，
総合学習の共通の要素として次の3点をあげている。
① 「従来の教科学習の欠点，とりわけ形式的 ・抽象的
教育への傾斜を克服して，学習のなかに具体性とリア
リズムを取り戻そうとのねらい。
② 「そのために教科の枠を超えた 『合科学習』領域を
新しく設けようとしている ζと。」
③ 「活動や体験学習を重視した学習形態を採用してい
29) る乙と。J
乙乙では，生活との結合や活動の重視はあげられてい
るが， 必ずしも一人ひとりの子どもの自己決定や自発的
な取組みが十分に考慮されているとはいえない。これに
対して長野県の伊那小学校などの実践を長年にわたって
追っている小松恒夫は，総合学習の最大公約数は「生活
1<:根ざした学習Jであるとした上で， r遊びと生活の自
主性を学習に結びつける意味で『総合学留』と呼ばれる
ようになったJ30) という。たんに生活との結合や合科
的な学習が行なわれるだけでは，広い意味での総合学習
とはいえても，乙乙でいう ，つまりデューイ的な意味で
の体験学習とはし、えなし、。なぜなら，それらは教師中心
の形態で，そしてまたクラス全体で蘭一的にすすめられ
る乙ともあり得るからだ。
5. 構想される学校の活動形態
(1 ) 纂本原則と活動(指導)形態
以上，乙 ζlζ構想される学校の三つの基本原則につい
て述べてきた。乙れらは生活と教育の全般にわたって貫
かれるべきものであるが，実際上は，活動の種類や形態
によってそれどれの比重は異なってくる。三つの原則が
ほとんど同等κ貫かれる活動もあるが，すべてがそうで
なければならぬと考えるのは非現実的だ。いずれか二つ
の，あるいは一つの原則が前面K出るものもある。それ
を示したのが図 1である。
Aは3つの原則が十分に重なり合う活動領域， B， C， 
Dは，いずれか2つが残りのlつの原則よりも優位な領
績である。もっとも，だからといって第3の原則が無視
されるというわけではない。あくまでも量的な，あるい
は程度の違いにすぎなL、。 E.F. Gは，いずれかひと
つの原則が際立つた領域である。(他の原則が軽視され
るわけではないのは， B. C. Dの領域の場合と向織で
ある。〉
各領繊の具体的な活動の導入にあたっては，とくに次
の点に配慮する。
①領域間の相互作用。
それぞれの具体的な活動は相互に関連をもって展開さ
自己決定の原則
E 
??????
?????
図1基本原則と活動領域(1)
れる。たとえば「道づくりJというプロジェク 卜では，
砂利，砂，セメントや水の量の加減が問題になる。 ζう
して生じた具体的の問題が.r数」の領域の「比」や
「比率」の学習に実践的な意義を与える。つまり内発的
動機づけとなる。そして学習したととは，プロジェクト
の展開をより充実させる。乙うして二つの領域は関連し
合って互いに他の活動(学習)を発展させていく 。
②発展段階と各原則の比重
一般lζ[総合学習jあるいは 「総合的な学習jをカリ
キュラムの中心にすえている学校では，学年が進むにつ
れて「教科」の比重が増している。乙の学校でも実際上
の傾向として，低学齢では中央のAが大きな位置を占め，
年齢が進むにつれてC. D， EIζ費やされる時間とエネ
ルギーがふえることになるだろう。
以上の観点から教育的経験あるいは広義の学習内容を
それぞれの領域K配分したのが図 2である、以下，それ
自己決定の原則
???
???
?????
図2基本原則と活動領域(2)
(12) 
堀 日本lζおける私立オルタナティヴ小学校の釜本構想
③子ともが興味をもって自発的に取り組む知的探求であ
ること。
そのためには.その活動自体1:内実的な価値があり，
それが子どもに実感されていなくてはならなし、。つまり，
その必要性(r-しないと困るJ)と有用性(r-すれ
ば得をする，役』ζ立つJ)が見通されて初めて.子ども
の意欲をかきたてる乙そになる。 ζζでいうプロジェク
トは J単なる肉体的作業や機械的な労役ではなく，それ
自体が生き生きとした知的探求のプロセスとなる。
@活動の選択やグループ編成に柔軟性をもたせるとと。
乙うした自発的な知的探求は画一性の原則とはあ~，~、
れなし、。複数のテー?を用意し，子ともが選択する自由 年と 2学年の前半では， 体育を除くすべての学習が総合
が認められねばならなL、。また子どもの提案や発怨が十 学習としておこなわれる。 2学年の後半では国語と算数
分iζ尊重される必要ーがある。グループ編成も学級にとら が設けられ，国語では主として「文学作品の鑑賞 ・説解」
われない。民年齢クツレープによる活動や，個別プロジェ が，算数では「数の計算Jが総合学習と切り離してお ζ
ク卜も奨励される。 なわれる乙とが多くなる。 3学年以降は.r教科Jr道
⑤その遂行の過程で，既成の知識や技術が道具として積 徳Jr特別活動H総合活動(総合学習ではない)Jの
極的iζ利用され，またそζで獲得された知識や技術が 4領岐に分けられるが，前の3つは，なるべく(総合活
より抽象的な学習への動機づけとなる乙と。 動Jと結び付けて展開される(もっとも乙の結び付きは，
テ'ューイは実験学校を構怨する』ζ際して，その中央に 学年が進につれて少なくなる傾向にある。)
図E号室と博物館を置いた。彼はけっして人類の遺産とし われわれの構惣、する学校でのプロジェクトは，内容的
ての知識や情報の意表を軽視したわけではなし、。それら には乙の伊那小学校の「総合学習Jや「総合活動Jから
は，伝統的な学校におけるように「教育の目的そのもの」 多くのヒントを得ている。しかし「教科Jにあたる内容
ぞれの具体的な展開について簡単Kのベる。
(2) プロジェク ト
ζれはデューイが提唱した「活動的な仕事」をモデル
にしている。その活動選択と指導上の留意点は次の通り
だ。
①人類の生活の基磁的なもの.とくに「衣食住JKかん
した題材である乙と。
ζこでいうプロジェク トは，教科の統合(合科，たと
えば生活科)という発怨から生まれたもので・はないし，
また百科全~的な広範な知識を学ぶ乙とを目的としてい
るのでもなし、。発生論的な観点から，人類が創造した知
識や技術の最もまま縫的なものに帰る乙とによって，知的
な探求の態度と能力を育てようとする。
②肉体や手足を使う作業が中心，または出発点になる乙
と。
ほんらい知識は，ある行為の結果として獲得(創造)
されたものである。その原点tζ立返るには.やはり自発
的に取り組む実際的な作業が最も重要な要素となる。た
とえば「人間」とか「平和Jとかいった大きなテーマを
設定して幅広く学ぶだけでは，合科学習や総合学習とは
いえても，必ずしも乙 ζでいうプロジェク卜とはいえな
。、?
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ではないが，しかし知的探求を成功に導くための「道具J
として重視されたのである。プロジェクトの過程で道具
として活用される乙とによって，知識は生気を与えられ，
子どもにとって主体的な意義をもつものへと再構成され，
子どもたちをさらに知識の世界へといざなう。その結果，
それまでにはない問題意識をもってプロジェク卜を見直
したり，新しいテー7 や課題を発見すたりすることにな
る。乙のように既成の知識の体系とプロジェクトとは，
一種の生き生きとした相互作用を及ぼし合う乙とになる
だろう。
以上のような原s']Iζ立ってプロジェク卜のテー?とし
て考えられているのは，家づくり，道づくり，服づくり，
炭焼き，泉樹園の経営，やきもの，新聞と雑誌の発行，
しいたりの栽培，原始生活といった類いのものである。
と乙ろで忌近のわが国で最も熱心に「総合学習JK取
り組んできた学校として知られているのが，長野県の伊
那市立伊都小学校である。乙 ζでは図3のように. 1学
図3伊却1I小学校における総合学習 ・総合活動の位
置づけ(同校昭和61年度紀要「学ぶ)Jを育てる」
より作製)
教 (8教科)
2 
年
l 
年
総合学習
(13) 
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は，できるだけプロジェクトの内部で，またはプロジェ
クトとの緊密な関連のもとに導入される乙とになるだろ
う。また伊那小学校では，総合学習にしても総合活動に
しても学級単位でお乙なわれている。したがってどうし
ても教師の主導性が強く全面に出るととになる。また内
容と進め方が，一人ひとりの子どもの広い意味での偲性
に十分にかなっているともいいがたい。
愛知県東浦町の緒1小学校では，総合学習ではなくて
「総合的学習」と呼んでいるが，上の問題点を克服する
ためにを「総合A (グ、ルー プ)Jと「総合B (個別)J 
lζ分けている。ただしそのテーマは 「郷土Jr環境」
「国際理解」を「柱とする」ょう，あらかじめ学校全体
で設定されている。32)乙のやり方では動機づけの点でも
問題があるし.具体的なテーマが子どもたちの生活の現
実から遊厳する可能性もある。しかも緒川小学校で般も
意欲的に取り組まれているのは「指導の個別化(=学習
の個性化)J.あるいは「自己学習力」の育成である。
したがって伊都小学校に比べると「総合的活動J'の比重
は大きくなし、。
乙れらに対して，乙乙lζ権想される学校のプロジェク
トでは，教師の用意した，あるいは子どもの提案したい
くつかのテーマのなかから子どもたちが選択して取り組
む，クツレープの規模も l人から20人位までさまざまで，
年齢幅も大きい。 一例として実験的に開設された2週間
の 「ミニスク-)レ」での「道づくりプロジェク卜」の活
動計画を紹介しておく。(表4)
(3) 基礎学習(仮称)
基礎学習では，自己決定と個性化の原則が強く全面に
出るのに対し，体験学習の原則がやや後方に退く。乙れ
は二つの領域1<:大別される、一つはプロジェクトの中で
生じた問題の解決のために資料を収集したり，関逮教科
の学習をしたりする。 ζれを仮に「基礎学習AJと呼ん
でおζう、もう一つは「乙とば」と「数Jで，国語と算
数の中身がプロジェクトから取り出して学習されるが，
しかしいつもプロジェク卜と直接に関連つ.けられるとは
限らない。乙れは「基礎学習BJと呼ぶ乙とにする。
「基礎学習AJはプロジェク卜のグループで行われる
のに対し.i基礎学習BJは年齢(または学年)を単位
にしてすすめられる。ただし，原則として同一時間帯IC
同じ領場(i乙とばJr数」あるいは教科)の学習をお
ζなうように時間割りを工夫する。それによって学習グ
Jレープの柔軟な編成ができる。つまり ，年齢と学年に乙
だわらずに.子どもの到達度やつまずきの実態lζ応じて，
個別プログラムや小グループでの学習計画が立てられる。
(14) 
当然のζとながら， ζういうシステムでは r1学級i教
師」制ではなく，柔軟なチーム ・ティーチング方式が察
用される。
(4) 自治と自由活動(クラブ活動)
どちらかというと個別というより，集団でお乙なう活
動，あるいは集団生活にかんする活動である。しかし自
己決定と体験の原則は貫かれる。まず「自治」にかんし
ては，サマーヒルにおけるのと同じような全校集会が定
期的1<:.あるいは臨時IC関かれ，校則，行事，もめごと
が討議されたり，特定のテーマについての議論が繰り広
げられたりする。採決が必要な場合は，原則として子ど
もも教職員も対等のー棄を行使する。乙の種のミーテイ
ングでは，大人の真剣な参加がきわめて重要なので，教
職員は全員が参加を義務づけられる。多数決によって子
どもの不適当な案が可決される場合でも，絡別の不都合
や危険のなL、かぎり，一度はやってみる乙とにする。失
敗から学ぶζとが大切だからである。乙こでも知的探究
の原理が重視されるわけだ。
「自由活動，クラブ活動」は，主として小グループで，
プロジェク トとの関連を考慮しながら体育，音楽，図工，
家庭科などの内容が取り上げられる。
(5) 個別指導， 特別指導
ζれは教師の主導性の最も強い活動領犠である。ただ
し個性化と体験の原則はできるだけ噂重される。原則と
して個別IC.あるいはそれIC近い形でおとなわれる。具
体的な内容としては，学習に特別の困難をもっ子の指導，
楽器演奏の指導.いわゆる帰国子女のための特別抱導な
どがとれに含まれる。
(6) 遊び， 自由時間
乙れは個人でおこなうにせよ，集団でおとなうにせよ.
カリキュラムには組まれていない自発的な活動のすべて
である。遊びには子どもを全面的に発達させる豊かな力
があるという観点から，遊びの時聞は十分に確保する方
針だ。ときには大人も積極的K.そして真剣に参加する。
(7) 相談， 保護
乙の学校では，常K一人ひとりの子どもに目を注ぎ，
その子のさまざまな面にわたって理解を深め，はっきり
と自に見えるようIC.あるいは本人の気付かぬうちに，
いろいろな手助けをする。具体的には，定期的な会見と
特別の問題の生じたときの臨時の面援とがある。教職員
は皆ある程度のカウンセリングや心理療法の技法を学ん
???
??????????
?
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短期プロジェクトの計画案の一例(1989年7月24臼-8月2日，新しい学校をつくる会主催による「きめくに子どもの村J夏のミニスクールにて)
テ 日時 具体的伝活動の内容 活動の場所 準億するもの t昔導上の留:!.点 関連学習
自己紹介活動内容の紹介 。自分の似顔絵と自己紹介の文を書く
7月 道路建設予定地の観察{なぜ道づくりが必要か} 彦谷山在 ノート.筆記具 。実際IC歩いてみる.， 道路1設計画の討議(どん伝道を作るか) および カメラ o方向.角度， 傾斜軍事を考慮IC入れる。
2 4日 いろいろ伝道路とt重役現場の見学 その周辺 VTR {単純IC"勺d'1ぐはiIllcはしない}一
資材の注文・買い付け(パラス。セメント目砂.プロ ッタ} 。スコップ.つるはし 。資材の必要.11.1入居等は区長IC聞きに行く 資材の唾.単位ーいろいろは1位
コースの決定 νャベル， ミキサー 。子どもに注文と支払いをさせる. お金の計算
2 5日 下司直備，盤地.パラス敵き 同 上 。ハラス，セメント.
紗.ブロック.水
0たらい.パケパ也
滋 。ミキサーで混合.パケ γでi!び上け'る。
舗裳 or踏まないようにJという傑績をつくる.
2 6日 問 上 同 上
づ
〈 舗笈 同 上
2 7日 悶 上
り
α掴(総本.1/:お∞. 。村の中と周辺のいろいろな道路を調査する.
Iil 45) 。地図て確辺、する. 縮尺
高野山見学 ，重 合 ノト.:Ji記具 。 1 日行l'l. 他グループとのJ'l~必要 志野山の隆史.~野街道の発虐
(いろいろは道路の見学 古いみらしるべ等を含む} カメラ.ピデタオ 〈雨天中止} {男女差別を含む}
28日 高野山 事(2台} oポイント毎K停;1.写nとスケッチ
地図 (5万分の 1) 。高野山では時間の余泌があれば写生をする 紀の1の役割.犯の川ぞ句、の産;t
彦 谷 画板.画用紙.*金具 i!!緩と時間目縮尺
一 ノート.:i%e呉守 高野山の歴史.高野街道の発1前日のまとめ 小学校 カメラ，ビデオ，テ ( ~持女&ßIIを含む}
対 2 9日 m .ml'l1，事) レピ 紀の川の役割.I己の川ぞいの産業
道路と高野山について資料を集める コピー償.ワープロ 距雛と時間，篇尺
官民 参考図書 。コピー慢等の織器の使い方を知らせる. 道路に関するととばと演字
(30日は休み『やきもの) 車 (2台) 。図書館の使い方(利1法，心情え}について 局聖子山の歴史.高野街道の発.iJ
3 
いろいろ伝道路ICついて調べる 小学綬 ノート • .1己貝. 考える (男l(~~11を含む}
3 1日 高Jf山花ついね潟べる 市立図書館 参考図書
作勺たill:1C:ついて，占検 コピー織.ワープロ 紀の川の役割.I己の川ぞいの産業
4 {嶋本市立図書館長の話を聞く} テープレコーダー 道路に関することばと漢字
年
一 作今た道の点検 ・繍修 小山在学周校辺 。それぞれが調べた内容を人数分コピ しー，発 地舗の生活と交通の発i量
l当E 
8月 いろいろ伝道路について謁べた内容を報告する ノート.ii記具， 表する。保存悶IC他。C5 81作製. 過疎化について
報告内容のコピー 参考図書
l臼 コピ一段.ワープロ一 テープレコーダー 道路IC関する ζとばと漢字
堀 {まとめ) 。各自のle録等と他の子の発表したものを綴じ
資科，報告，写真等の笹理.雪国本 小学校 ノート，葦記具. て盟国本する.丸山 2日 感f翌を迩べ合う(.ilIづくり. ミニスヲールについて) ~考図書冒色画用紙 。.後ICグループで紀念慣影コピー慢.ワープロ
安井 テープレコーダー
ホッチキス.糊伝ど
表 4
????
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でおく。
(8) 作 業
学圏内および地域社会のさまざまな仕事は，プロジェ
クトとは結び付かないものであっても，教育的意義をも
つものとして積極的に取り入れられる。具体的には，清
掃，修理，建設作業，冬を迎えれ準備.地域の行事への
参加，ボランティア活動などである。
(9) 学習指導要領との関係
現在の日本では，私立学校であっても「学習指導要領」
の制約を受ける。以上の活動(学習)形態は，それを十
分に考慮したうえでのプランである、それぞれと各教科
等との関連は表 511:示されている。もっとも乙れは固定
表5
されたものではない、プロジェク卜の種類や形態によっ
て，さらにまた教師の資質や好みによって，それぞれの
事長5 活動(学習)形態と教斜等との
対応の 1:従(1 jg!あたり時間数)
相当する
1 il'2勾i3W 4 f下5年 6年数料等
l孟極主 言』長 箇 園ιE同L 5 
勾ニ溜
ω 数 1 数 3 
5 s 5 
3 4 4 
4 4 
4 4 
8三9
0与1m
国 '主五u 4 
プ(
主 算 数
ロジ 礎学留 J!~ 科
B u メ~ I -エを
ク含、む-' 
ト
生 活 3 
図画工作 2 
-長ι Ifl -
特別活動
体 育 3 
自 音 楽 2 
自
活 凶函工作
動 当主 嵯ー
lま
缶、
特別活動
道 v!( 
総綬業時 Il数 24 
ー
4 3 3 
2 
3 3 
3 3 
3 
2 
3 3 3 
2 2 2 
ー
ー
1 
26 28 29 
2 2 
3 3 
3 3 
3 3 
2 2 
l 
29 29 
10-12 
時間
7 -9 
時t:日
(16) 
比重も変わってくるからだ。ただし， ζ うした方式では，
年聞を通じてみた場合，あるいは6年間を通じて算定し
た場合， i学習指導要領」の内容が十分に網羅されるは.
かりか，それよりもはるかに広範囲で程度の高い学習内
容が展開8れるととになるだろう、たとえば.ゆ89年の
夏に「きのくに子どもの村jで関かれた2週間にわたる
[実験学校Jの「道づくり」のプロジェクトでは，偶然
に発見し掘り起した「南無大師遍照金剛Jと刻まれた道
標から， 3， 4年生が高野山の歴史や空海の思想、の学習
にまで進んだ。
おわりに
以上，ニイルのサマーヒルをモデノレ11:，しかしその問
題点の克服を意図しながら，わが国において設立可能な
私立のオルタナティヴ小学校の基本方針と活動(学習)
領場κついてのべてきた、具体的な組織，施設，財政，
運営などについては稿を改めて論じる乙とにしたい。
なおζれは，実際jζ和歌山県北部で進められている学
校づくりのなかで、討論され，その一部は実験的IC確かめ
られてきたプランである。学校の規模は l学年10-13名，
計60-78名で，教員は非常勤を含めて8名である。子ど
もの大部分は寄宿生活をおくるが，通学するととも可能
である。寄宿生も原則として週末は自宅IC帰る ζとにな
る。
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Summary 
Basic princip1es and main activities are worked out for a proposed alternative primary school so that it may suggest 
some solutions of prob1ems which have spread widely in today's education in Japan. Summerhill School by A. S. Neill 
provides such a shcoo1 with the centra1 mode1， though it shou1d be modified in terms of learning.‘Project'， inwhich 
thre唱 basicprincip1es (self-decision， individualization and experience) are integrated is to be put in the center of cur-
ricu1um 
1. Concept of A1ternative School 
(1) Equivocal concept of free school 
(2) Experiments in sta te system 
2. Aims of this work 
(1) Present situation of today's education in Japan 
(2) Proposa1 for a new concept of education and schoo1 
(3) Need for an authorized alternative school 
3. A. S. Neill・sWork and Modification of his Principles 
(1) Aims and principles of Summerhil School 
(2) Neill's impacts on free school movement 
(3) Schools inOuenced by Summerhill School 
(4) Neil・sconcept of learning 
4. Basic Principles for the Proposed School 
(1) Self-decision 
(2) Individualization 
(3) Experience or‘learning by doing' 
5. Main Fields of Activity and Learning in the Proposed Schoo1 
(17) 
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(1) Basic princip1es and fie1ds of activity 
(2)‘Project' 
(3) Basic skils 
(4) Se1fてgovernmentand ‘free activities' 
(5) Private 1esson 
(6) Free play 
(7) Care， guidance and counceling 
(8) Useful works 
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(9) Regulations by the course of study from Ministry of Education 
(18) 
